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サッカーのゴールキーパーに生じる舟状骨偽関節についての検討
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【はじめに】舟状骨骨折はサッカーでよく発生する上肢外傷の一つであり, 偽関節となって受診する症例も散見される. 今回, 当院で手術を行ったサッカーゴールキーパーの舟状骨偽関節について検討を行った. 

【対象と方法】2015年から2023年の8年間に当院で手術を行った舟状骨偽関節22例のうちキーパーで受傷した4例を対象とした. 平均年齢16.5(16〜18)歳, 全例が男性であり, 3例が部活, 1例が体育での受傷であった. 検討項目は, 偽関節部位および池田分類, 受傷から医療機関受診までの期間, 受傷原因, 手術方法について検討を行った. 

【結果】全例, 偽関節の部位は近位部で, 池田分類は嚢胞型であった. 受傷から初診までの期間は2日〜約4か月で, 2例は受傷2日で近医受診し,2例とも骨折の指摘なく,1例は固定なし, もう1例はシーネ固定されるも1週間で競技復帰していた. 残り2例は疼痛が軽度のため自己判断で放置し, 受傷から6週間以上経過して受診していた. 受傷原因は4例とも手掌部でのシュートブロックであった. 手術は2例がスクリュー固定のみ, 2例は血管柄付き骨移植を行い, スクリュー固定のみの1例で再偽関節となった. 

【考察】ゴールキーパーの舟状骨骨折はパンチングより手掌部でのセーブで発生しやすい事が示唆された. その骨折は近位部で生じ, 患者側で疼痛が軽く放置したり, 医師側の見逃しにより偽関節になりやすい. 医療者側・患者側いずれにも啓発する必要があると考える.

